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５５ 令令和和５５年年度度予予算算 

 (単位：千円)           

６６ 令令和和５５年年度度入入館館者者見見込込みみ

３，２００人 

収収 入入 のの 部部 支支 出出 のの 部部 

科科 目目 金金 額額 科科 目目 金金 額額 

事業収入 9,500  事業支出 1,600  

  抄紙  5,000  抄紙  800 

  展示室  3,000  展示室  800 

  体験実習  1,500 管理費 14,049  

受託料 6,000     

雑収入 150     

      

合 計 15,650  合 計 15,649  

１１ 法法  人人  のの  概概  要要

(１) 名 称

(２) 目 的

(３) 移行認可年月日

平成８年３月２９日）

(４) 移行登記年月日

平成８年４月　５日）

(５) 基 本 財 産

(６) 役 員

理 事 長 　　平　木　一　義

常務理事 　　山　本　茂　樹

(７) 事 務 所

２２

（財団法人鳥取市ふるさと農業公社設立許可年月日

金３０,０００,０００円（うち鳥取市出捐金20,000,000円）

評議員：７名　　理事：７名　　監事：２名

令和４年度は、事業計画に基づき、農地中間管理事業による農地の借り受け、貸付け
農地の保全、農作業の受委託、農業機械の貸出、担い手農家及び農業後継者の育成確
保、地域の特産品となる農産物の生産、販売及び除草、除雪業務に取り組みました。

鳥取市新規就農者技術習得支援施設「とっとりふるさと就農舎」の委託管理を行い、
農業体験圃場の栽培管理を行いました。

小学生以上を対象に、農業体験を通して農業への興味、関心を深めるための活動とし
て、「ふるさとアグリスクール」を開校しました。

農業体験として、５月梨小袋かけ体験８名、６月梨大袋かけ体験８名、７月ペルルメ
ロン収穫体験３９名、８月梨収穫体験３４名、９月ぶどう収穫体験３２名、１０月稲刈
り体験１４名、１１月生姜収穫体験１１名、１２月白ねぎ収穫体験１８名を行い、延べ
１６４人の体験者がありました。

鳥取県農業信用基金協会の職員４名の農業体験者を受け入れ、白ねぎの定植、土寄
せ、収穫調整の農業体験を行いました。
　ドローンによるスマート農業を実践し水稲防除を行いました。

一一般般財財団団法法人人鳥鳥取取市市農農業業公公社社経経営営状状況況報報告告書書

令令和和４４年年度度事事業業概概要要

農家の高齢化や後継者不足等に対応するため、農作業の受委託、農
地の保全管理、担い手の育成、特産加工品の開発普及、都市との交
流、農村文化の伝承事業等を行うことにより、地域農業の振興と農
村地域の発展に寄与することを目的とする。

平成２５年　３月２８日

鳥取市湖山町東五丁目２２８番地

一般財団法人鳥取市農業公社

平成２５年　４月　１日

（財団法人鳥取市ふるさと農業公社設立登記年月日
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科　　　目 科　　　目 金　　額

１　公益会計事業費 30,675,900 １　財産運用益 562

　　　人 件 費 14,098,066 　　　基本財産運用益 509

　　　原材料費 △ 7,650 　　　特定資産運用益 53

　　　委 託 料 937,730

　　　その他経費 15,647,754 ２　公益会計収益 38,605,814

　　　販売収入 9,168,985

２　管 理 費 7,811,285 　　　作 業 料 4,616,251

　　　人 件 費 4,953,998 　　　利 用 料 2,175,804

　　　経    費 2,857,287 　　　受 託 料 10,497,084

　　　補 助 金 10,946,000

３　経常外費用 0 　　　指定管理料 0

　　　機械等整備積立金 0 　　　助 成 金 1,201,690

　　　修繕引当金繰入 0

　　　固定資産処分損 0 ３　雑収益 279,302

　　　前期修正損 0 　　　雑 収 益 279,302

　　　雑損失 0

４　収益会計収入 11,477,224

４　収益会計費用 10,373,755 　　　利 用 料 0

　　　人 件 費 4,303,587 　　　受 託 料 10,518,024

　　　原材料費 0 　　  補 助 金 0

　　　委 託 料 976,717 　　  雑 収 益 959,200

　　　その他経費 5,093,451 　　  指定管理料 0

５　経常外収益 584,748

　　　固定資産売却益 0

　　　前期修正益 584,748

　　  雑 収 益 0

費  用  合  計 48,860,940 収  益  合  計 50,947,650

当期一般正味財産増加額 2,086,710

一般正味財産　期首残高 18,695,123

一般正味財産　期末残高 20,781,833

指定正味財産　期末残高 30,000,000

正味財産　期末残高 50,781,833

３３　　令令和和４４年年度度決決算算

（１）正味財産増減(収益)計算書  （令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで）

（単位：円）

費　　　　　用 収　　　　　益

金　　額 科　　　目 科　　　目

１　流動資産 27,788,971 １　流動負債 6,210,545

　　(１)現金及び預金 21,326,355 　　(１)未払金 4,581,788

　　(２)売掛金 170,569 　　(２)預り金 90,095

　　(３)未収金 6,170,292 　　(３)未払法人税等 650,000

　　(４)貯蔵品 95,654 　　(４)未払消費税等 888,662

　　(５)前払金 24,000

　　(６)前払費用 2,101

２　固定資産 43,090,476 ２　固定負債 13,887,069

　　(１)基本財産 30,000,000 　　(１)修繕引当金 2,000,000

　　　　　定期預金 30,000,000 　　(２)機械等整備積立 8,000,000

　　(２)特定資産 7,959,013 　　(３)長期借入金 3,887,069

          減価償却引当預金 7,959,013

　　(３)その他の固定資産 5,131,463 ３　正味財産 50,781,833

　　　　　建物付属設備 0 　　(１)指定正味財産 30,000,000

　　　　　車両運搬具 4,517,476 　　（うち基本財産充当額） 30,000,000

　　　　　構　築　物 550,924 　　(２)一般正味財産 20,781,833

          什 器 備 品 0 　　（内特定資産充当額） 6,525,793

          投資有価証券 30,000

          長期前払費用 33,063

合　　　計 70,879,447 合　　計 70,879,447

（３）財産目録　・・・　（２）貸借対照表　資産の部及び負債の部と同一につき省略

（２）貸借対照表　（令和５年３月３１日現在）

（単位：円）

金　　額金　　額

資　産　の　部 負　債　の　部
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科　　　目 科　　　目

１　流動資産 27,788,971 １　流動負債 6,210,545

　　(１)現金及び預金 21,326,355 　　(１)未払金 4,581,788

　　(２)売掛金 170,569 　　(２)預り金 90,095

　　(３)未収金 6,170,292 　　(３)未払法人税等 650,000

　　(４)貯蔵品 95,654 　　(４)未払消費税等 888,662

　　(５)前払金 24,000

　　(６)前払費用 2,101

２　固定資産 43,090,476 ２　固定負債 13,887,069

　　(１)基本財産 30,000,000 　　(１)修繕引当金 2,000,000

　　　　　定期預金 30,000,000 　　(２)機械等整備積立 8,000,000

　　(２)特定資産 7,959,013 　　(３)長期借入金 3,887,069

          減価償却引当預金 7,959,013

　　(３)その他の固定資産 5,131,463 ３　正味財産 50,781,833

　　　　　建物付属設備 0 　　(１)指定正味財産 30,000,000

　　　　　車両運搬具 4,517,476 　　（うち基本財産充当額） 30,000,000

　　　　　構　築　物 550,924 　　(２)一般正味財産 20,781,833

          什 器 備 品 0 　　（内特定資産充当額） 6,525,793

          投資有価証券 30,000

          長期前払費用 33,063

合　　　計 70,879,447 合　　計 70,879,447

（３）財産目録　・・・　（２）貸借対照表　資産の部及び負債の部と同一につき省略

（２）貸借対照表　（令和５年３月３１日現在）

（単位：円）

金　　額金　　額

資　産　の　部 負　債　の　部
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科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

１　公益会計費用 33,766 １　財産運用益 3

　　　人 件 費 15,167 　　　基本財産運用益 2

　　　委 託 料 603 　　　特定資産運用益 1

　　　農地賃借料 600 ２　公益会計収益 38,634

　　　その他経費 17,396 　　　農地賃貸料 600

　　　販売収入 7,500

　　　作 業 料 3,376

　　　利 用 料 350

２　管 理 費 7,037 　　　手 数 料 61

　　　人 件 費 4,952 　　　受 託 料 9,932

　　　経    費 2,085 　　　補 助 金 13,378

　　　指定管理料 0

　　　機械等積立金 3,437

３　予 備 費 0 ３　雑 収 益 53

　　　予 備 費 0 　　　雑 収 益 53

４　収益会計費用 7,372 ４　収益会計収入 9,589

　　　人 件 費 4,091 　　　利 用 料 0

　　　委 託 料 0 　　　受 託 料 9,559

　　　その他経費 3,281 　　　補 助 金 0

　　　雑 収 益 30

　　　指定管理料 0

費  用  合  計 48,175 収  益  合  計 48,279

当期一般正味財産増加額 104

４４　　令令和和５５年年度度計計画画

（１）事業計画

費　　　　　用 収　　　　　益

（２）一般会計予算書　（令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで）

（単位：千円）

農家の高齢化や後継者不足に対応するため、農作業の受委託、農地の保全管理、担い手の育

成を行い、地域の特産品となる農産物の開発及び普及、生産販売を行うことにより、地域農業

の振興と農村地域の発展に寄与します。

鳥取市の農業を守る連携協定により、法人相互の連携を深めつつ、効率的で効果的な法人経

営に努めます。

農地中間管理事業について、鳥取県農業農村担い手育成機構からの委託業務を行い、今まで

農地集積円滑化事業として農家に貸し付けている農地については、契約が満了したものから随

時農地中間管理事業へ移行します。

鳥取市からの委託管理施設である「鳥取市新規就農者技術習得支援施設」の事業運営にあ

たっては、鳥取市、県、ＪＡ等と連携し、研修生の確保に努めるとともに、農業教室「ふるさ

とアグリスクール」の事業委託に取り組みます。

また、公社運営につきまして、事業の効率化を図り、財務の改善に努め公社運営に取り組み

ます。

株株式式会会社社ふふるるささとと鹿鹿野野経経営営状状況況報報告告書書  

 
１１  法法人人概概要要  
（１）名 称   株式会社ふるさと鹿野 
（２）目 的   行政とともに推進していく第三セクターの民間組織として、 

温泉宿泊施設、特産品の製造、販売や飲食サービスの提供とい

った収益性の事業と、まちづくりや体験交流といった公益性

の高い事業の取組による連関効果を図り、公民連携の企業経

営を展開して、鹿野地域の活性化、雇用創出等の役割を担う拠

点機能をめざしている。 
（３）設立許可年月日   平成１６年 ８月１７日 
（４）設立登記年月日   平成１６年１０月 ５日 
（５）資 本 金   金３５,０００,０００円（うち鳥取市１７,５５０,０００円） 
（６）役 員 構 成   取締役７名  監査役２名 
             代表取締役社長 長尾 裕昭   
（７）事務所所在地   鳥取市鹿野町今市９７２番地１ 
  
２２  令令和和４４年年度度事事業業実実施施状状況況  
  核となる施設の「山紫苑」は、ウィズコロナ時代に向けた新たな旅のスタイルである『温

泉ワ―ケーションの宿』を前面に集客に努めたこと、旅館再生専門のコンサルタントが策

定した経営改善計画に基づいた改善の取組効果もあり、宿泊、休憩とも前年度に比べ増加

し損益も約１,４００万円の改善となったが、コロナの影響は依然根強く、最終的に赤字
計上となった。「温泉館」はWe Love山陰キャンペーン事業が追い風となり、利用者数が
増え前年度に続き黒字を計上することができた。「そば道場」は、利用者がコロナ以前程

度まで回復したこととあわせ、各種支援事業等を積極的に活用したことにより、黒字を計

上することができた。対照的に、「そば処」は利用者数が予想に反し回復しなかったこと

に加え、人員不足による休館日の増加も重なり利益計上には至らなかった。「おもしろ市

場」も高齢化に伴う出荷者減少の影響で、野菜類などの商品不足が常態化し、前年に続き

赤字計上となった。「加工所」は、人件費を極力抑えるため期間限定でのとち餅と白餅の

製造に留めたこととあわせ、委託製造している乾麺と半生麺の販売も奏功し、加工所とし

て初めて黒字を計上することができた。「切花」は３月の彼岸の販売で最終利益を確保す

ることができた。「農業部門」は農作業受託とともに、米、そば、レンコン、その他野菜

類の売上が好調に推移したことと、国の交付金等の収入により５年連続で黒字計上とな

った。「鹿野往来交流館」は、コロナの影響により企画事業の中止や縮小を余儀なくされ

たが、「西いなばサイクル DAY」、「因伯名城跡巡りスタンプラリー」、「第２回昭和レトロ
展」、「おでかけマルシェ」などのイベントを開催し好評を得た。会社全体としては、コロ

ナ禍の影響が残る厳しい経営環境ではあったが、山紫苑をはじめとする赤字部門を、温泉

館、そば道場などの黒字部門で補うことができ、わずかではあるが黒字を計上することが

できた。 




